
「奈良の歴史再発見」－遺跡・遺物はささやく－ 

奈良大学共催講座のご案内 

【奈良大学のご案内】  
日本で初めて本格的な都が置かれた地、奈良。今もなお、豊かな歴史と

文化の香りが満ちています。奈良大学は、そんな恵まれた歴史的風土を

背景に、創設以来の「生きた学問」の実践（教育・研究）とともに、多

くの専門人材を輩出しています。是非、講座では「生きた学問」からみ

る奈良・歴史・文化を体験してみてください。 

●文学部 

心理学科 

総合社会学科 
〒631-8502 奈良市山陵町1500 
TEL：0742-44-1251 FAX：0742-41-0650 
URL：https：//www.nara-u.ac.jp/ 

「奈良の歴史再発見」－遺跡・遺物はささやく－ 
奈良大学では、今まで知らなかった奈良に出会う場として、「奈良の歴史再発見」と題した、奈良のさまざまな魅力

を紹介する講座を４回シリーズで開催いたします。今回は、奈良に関係する遺跡や遺物をテーマに、それぞれの

専門分野に詳しい講師陣が分かりやすく解説。 

奈良をより楽しめる内容で、どなたにもご参加いただける講座です。   

【受講料】 各回 ２，５３０円   【場  所】 近鉄文化サロン阿倍野 

第1回                    6月8日（土）15：30～17：00 
斑鳩町における古墳発掘の 
最新成果 
－舟塚古墳と戸垣山古墳－ 

奈良大学 文学部 
教授 

豊島 直博 

第2回 7月13日（土） 15：30～17：00 舒明朝の考古学    
奈良大学 文学部 
教授 

相原 嘉之 

第3回 8月10日（土） 15：30～17：00 神武東征説話と魚の道 
－邪馬台国時代のヤマトと熊野灘－ 

桜井市立埋蔵文化財センター所長 橋本 輝彦 

第4回 9月14日（土） 15：30～17：00 奈良盆地の古道 
文化庁 文化財第二課 
埋蔵文化財部門 
主任文化財調査官  

近江 俊秀 

国文学科 

史学科 

地理学科 

文化財学科 
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●文学研究科 国文学専攻 

文化財史料学専攻 

地理学専攻 

●社会学研究科 社会学専攻 

文化財歴史学科 ●文学部 

【学部】 

【通信教育部】 

【大学院】 

社会文化研究コース 

臨床心理学コース 
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〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階   

 06-6625-1771 〔受付時間〕10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00 3月まで17：00まで） 

［受講お申込みは］ 
●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入金手続きをお済ませ 
  ください。   
●各講座とも満員になり次第、締め切らせていただきます。 
※ただし、一定の人数に満たない場合は講座を中止させていただくこと 
  があります。 
●お支払いには、コンビニ振込みがご利用いただけます。（振込手数料 
  別途）詳しくは、お申込み時にご確認ください。 
●WEBでのお申込みの場合、会員登録が必要です。（入会金無料） 

 
6/8 
（土） 

 
7/13 
（土） 

 
8/10 
（土） 

 
9/14 
（土） 

奈良大学 1日・短期講習会 ※入会金は不要です。 

2024年度前期（6月～9月） 

※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。 

★ＷＥＢでご予約から入金までできるようになりました  

お問い合わせは  

近鉄文化サロン阿倍野 まで 

【講  師】 奈良大学 文学部 教授 豊島 直博 
【時  間】 １５：３０～１７：００  【受講料】  ２，５３０ 円 

■休業日：4/29(月・祝)～5/5(日・祝)、7/29(月)、 
  8/11（日）～8/15（木）は、受付業務を休ませて 
  いただきます。 

【講  師】 奈良大学 文学部 教授 相原 嘉之 
【時  間】 １５：３０～１７：００  【受講料】  ２，５３０ 円 

【講  師】 桜井市立埋蔵文化財センター所長 橋本 輝彦 
【時  間】 １５：３０～１７：００  【受講料】  ２，５３０ 円 

【講  師】 文化庁 文化財第二課埋蔵文化財部門 主任文化財調査官 近江 俊秀 
【時  間】 １５：３０～１７：００  【受講料】  ２，５３０ 円 

斑鳩町における古墳発掘の最新成果 
－舟塚古墳と戸垣山古墳－ 

奈良大学文化財学科は斑鳩町教育委員会と共同で、舟塚古墳と戸垣山古墳の発掘調査
を行いました。舟塚古墳は法隆寺の観光駐車場にある小さな円墳で、６世紀後半の横
穴式石室を確認しました。また、戸垣山古墳は法隆寺の南西にある古墳で、竪穴系の
埋葬施設を確認しました。最新の調査成果を紹介し、その意義を考えます。 

舒明朝の考古学  
近年、舒明朝にかかわる遺跡が飛鳥地域で多く見つかっています。飛鳥時代において、
この舒明天皇の時代は、どのように位置づけられるのでしょうか。 
今回は、舒明天皇の実像を、『日本書紀』の記録と共に、舒明天皇の王宮「飛鳥岡本
宮」「百済大宮」、寺院「百済大寺」、古墳「小山田古墳」「段ノ塚古墳」などの遺
跡から、再評価をしたいと思います。 

神武東征説話と魚の道－邪馬台国時代のヤマトと熊野灘－ 

ヤマト王権成立の地である桜井市には、近世に大きな魚市場があり、熊野灘でとれ
た魚が運ばれ、大変賑わっていました。今回の講座では近年、紀伊半島沿岸部で確
認した畿央系土器の分析をもとに、近世の「魚の道」が古墳時代に遡り、神武東征
説話成立時のルートのモデルとなった可能性を考えるとともに、未だ実態が解明さ
れていない紀伊半島沿岸部をめぐる邪馬台国時代の「海の道」についても探ってい
きたいと思います。 

奈良盆地の古道 

飛鳥時代の奈良盆地には、計画的に配置された直線道路網がありました。これらの
道路は『日本書紀』の壬申の乱の記事にその名が現れており、大海人王子方の将軍、
大伴吹負の軍事活動の記事から、現在の地図上に再現することができます。本講座
では、古代奈良盆地の道路がいつ、どのような目的で、またどのような技術をもち
いて造られたのかについて解説します。 


